ポイント２　募集上の禁止・留意事項
重要度　高
ポイント
変額保険の募集にあたっては、お客様に誤解や混乱を生じさせるような行為は「保険業法」などにより禁止されています。
具体的には、断定的判断の提供、特別利益の提供、重要事項の説明漏れ等が挙げられます。

断定的判断の提供
将来の運用成果や配当金・保険金の支払などについて、確実であるかのような断定的判断を示したり、確実であると誤解される恐れのある表示・説明を行ったりする行為を言います。
たとえば、「確実に●●％で運用されます」といったり、「満期時には必ず払込額の▲▲倍になります」といって勧めることなどです。
また、特別勘定の運用実績について、特定の生命保険会社と比較して、自社の運用が優れているといったり、運用実績のよかった特定の期間だけを取り上げて素晴らしい実績を上げているといって勧めるような行為も禁止されています。
特別利益の提供
保険料の割引・割戻や経行その他の利益を提供したり、提供することを約束したりする行為です。
重要事項の説明漏れ
変額保険のリスクや特別勘定に属する資産の運用などについての説明漏れや不完全な説明があげられます。
[bookmark: _GoBack]たとえば、満期保険金額や解約払戻金額には最低保証がないことや、そのリスクを契約者が負うこと等に関して説明しなかったりすること、複数の特別勘定があるにもかかわらず、一部の特別勘定についてのみ情報開示をすることによって保険募集を行うこと等が挙げられます。
なお、複数の特別勘定がある商品については、お客様が選択した全ての特別勘定について書面にて情報開示することが必要となります。

